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令 和 ８年 第４回 定例会一 般質問 通告事 項 
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村 井 温 子 議 員（ 潮 風 お の み ち ） 質問方式：一問一答方式  

 

１ 放課後等デイサービスの支給量と提供体制について 

近年、発達に特性のあるこどもや様々な支援を必要とするこど

もが増える中、放課後等デイサービスは、こどもの発達や自立を

支える重要な社会資源となっている。 

一方で、こどもや家庭が必要とする利用日数と、実際に利用で

きる日数との間に差が生じる場合がある。必要な利用日数が支

給量に適切に反映されているのか、また、その支給量に応えら

れるサービス提供体制が確保されているのかという双方の観点

から、本市の現状と今後の考えを伺う  

（1） 支給量の決定について 

放課後等デイサービスの支給量を決定するプロセス及び基準

と、本人の障害特性、発達状況、家庭状況など、一人ひとりの

支援ニーズをどのように把握し、支給量に反映しているのか 

（2） サービス提供体制と支給量との関係について 

市内の事業所数や受入可能量など、現在のサービス提供体制を

どのように把握しているのか。また、支給量の決定に当たり、

こうした提供体制をどのように考慮しているのか 

（3） 利用ニーズとサービス提供量について 

必要とする利用日数に対して十分に利用できていないこども

がいることを踏まえ、潜在的なものを含めた利用ニーズと現在

のサービス提供量との差をどのように認識しているのか。ま

た、今後、サービス提供体制を充実させる考えはあるか 

 

２ 小児科・産婦人科等へのアクセスを補完するオンライン相談につ

いて 

医師不足や高齢化など地域医療を取り巻く環境が厳しくなる中、

限られた医療資源を維持しながら、必要な医療へのアクセスを確

保することが課題となっている。 

特に、島しょ部をはじめ専門医療機関までの距離や移動負担が地

域によって異なる本市においては、医療機関そのものの確保と併

せて、必要なときに専門職につながることのできる環境を整える

視点が重要である。 

小児科医や産婦人科医、助産師などにオンラインで相談できる仕

組みは、母子保健や女性の健康支援、適正受診の促進、地域医療

の補完につながるものと考え、本市の認識と導入の可能性につい

て伺う 
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(1) 小児科・産婦人科へのアクセスについて 

本市における小児科及び産婦人科へのアクセスについて、特に

島しょ部など専門医療機関が身近にない地域の現状と課題をど

のように認識しているのか 

(2) オンライン健康医療相談について 

小児科医、産婦人科医、助産師などの専門職にオンラインで相

談できる仕組みについて、母子保健や女性の健康支援の充実、

適正受診の促進、地域医療の補完という観点から、どのような

有効性があると考えているのか。また、本市で導入を検討する

考えはあるか 

 

 

 


